
令
和
８
年
全
日
本

　

柔
道
選
手
権
大
会

田
嶋
剛
希　
　
　

　

初
の
天
皇
杯
優
勝

（
パ
ー
ク
24
）

第
41
回
皇
后
盃
全
日
本

　

女
子
柔
道
選
手
権
大
会

渡
邉
聖
子　
　
　

63
㎏
級
が
優
勝
摑
む

（
警
視
庁
）



令和８年全日本柔道選手権大会令和８年全日本柔道選手権大会
注目ニュース

田嶋剛希田嶋剛希（パーク 24）（パーク 24）が初優勝が初優勝

　令和８年全日本柔道選手権大会（主催＝講道館、全日本柔道連盟）が４月 26 日、日本武道館で開催
された。決勝は、田嶋剛希（パーク24）と村尾三四郎（ジャパンエレベーターサービスホールディングス）
が争い、田嶋が隅返で技ありを奪い勝利した。※詳細は、今月のニュース（78ページ〜）をご覧ください。

▼決勝　田嶋（右）対村尾▼決勝　田嶋（右）対村尾
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体
重
無
差
別
で
柔
道
男
子
日
本
一
を
決
め
る
令
和
８
年
全
日
本
柔
道
選
手
権
大
会
（
主
催
＝
講
道
館
、
全
日
本
柔
道
連
盟
）
が
４

月
26
日
、
日
本
武
道
館
で
開
催
さ
れ
た
。
今
大
会
の
決
勝
は
と
も
に
90
㎏
級
の
田
嶋
剛
希
（
パ
ー
ク
24
）
と
村
尾
三
四
郎
（
ジ
ャ
パ

ン
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
）
が
争
い
、
試
合
終
了
間
際
に
田
嶋
が
隅
返
で
村
尾
か
ら
技
あ
り
を
奪
い
劇
的
な

初
優
勝
を
飾
っ
た
。
中
量
級
（
90
㎏
級
）
以
下
の
選
手
の
優
勝
は
平
成
24
年
大
会
の
加
藤
博
剛
以
来
14
年
ぶ
り
。

令
和
８
年
全
日
本
柔
道
選
手
権
大
会

田
嶋
剛
希
　
　
が
初
優
勝

田
嶋
剛
希
　
　
が
初
優
勝決勝

田嶋剛希　○（隅返）　村尾三四郎
　試合終了間際に田嶋（下）が無心の隅返で技ありを奪取
し、村尾が主導権を握る中で逆転勝利を収めた

同
階
級
対
決
を
制
す

同
階
級
対
決
を
制
す

　

本
大
会
は
全
国

　

本
大
会
は
全
国
1010
地
区
の
予
選
を
勝
ち

地
区
の
予
選
を
勝
ち

上
が
っ
た
選
手
お
よ
び
推
薦
選
手
に
よ
っ

上
が
っ
た
選
手
お
よ
び
推
薦
選
手
に
よ
っ

て
覇
が
争
わ
れ
、
令
和
８
年
の
今
大
会

て
覇
が
争
わ
れ
、
令
和
８
年
の
今
大
会

は
、
予
選
通
過
選
手

は
、
予
選
通
過
選
手
4040
名
、
推
薦
選
手
５

名
、
推
薦
選
手
５

名
の
計

名
の
計
4545
名
が
出
場
し
た
。
推
薦
選
手
に

名
が
出
場
し
た
。
推
薦
選
手
に

は
、
前
回
大
会
優
勝
・
準
優
勝
選
手
の
ほ

は
、
前
回
大
会
優
勝
・
準
優
勝
選
手
の
ほ

か
、
２
０
２
５
年
世
界
選
手
権
大
会
優
勝

か
、
２
０
２
５
年
世
界
選
手
権
大
会
優
勝

者
か
ら
、

者
か
ら
、
6060
㎏
級
の
永
山
竜
樹
（
パ
ー
ク

㎏
級
の
永
山
竜
樹
（
パ
ー
ク

2424
）、）、
6666
㎏
級
の
武
岡
毅
（
パ
ー
ク

㎏
級
の
武
岡
毅
（
パ
ー
ク
2424
））

な
ど
軽
量
級
（

な
ど
軽
量
級
（
7373
㎏
以
下
）
の
選
手
が
出

㎏
以
下
）
の
選
手
が
出

場
し
た
。

場
し
た
。

　

前
回
大
会
優
勝
の
香
川
大
吾
（
Ａ
Ｌ
Ｓ

　

前
回
大
会
優
勝
の
香
川
大
吾
（
Ａ
Ｌ
Ｓ

Ｏ
Ｋ
）
は
３
回
戦
で
姿
を
消
し
、
過
去
の

Ｏ
Ｋ
）
は
３
回
戦
で
姿
を
消
し
、
過
去
の

本
大
会
優
勝
者
で
あ
る
中
野
寛
太
（
旭
化

本
大
会
優
勝
者
で
あ
る
中
野
寛
太
（
旭
化

成
）、
原
沢
久
喜
（
長
府
工
産
）
ら
の
重

成
）、
原
沢
久
喜
（
長
府
工
産
）
ら
の
重

量
級
（

量
級
（
100100
㎏
超
級
）
有
力
選
手
も
４
回
戦

㎏
超
級
）
有
力
選
手
も
４
回
戦

で
敗
退
し
た
。

で
敗
退
し
た
。

　

今
大
会
の
ベ
ス
ト
４
は
、

　

今
大
会
の
ベ
ス
ト
４
は
、
9090
㎏
級
の
田

㎏
級
の
田

嶋
、
村
尾
、

嶋
、
村
尾
、
100100
㎏
級
の
新
井
道
大
（
東
海

㎏
級
の
新
井
道
大
（
東
海

大
学
４
年
）、

大
学
４
年
）、100100
㎏
超
級
の
太
田
彪
雅
（
旭

㎏
超
級
の
太
田
彪
雅
（
旭

化
成
）
で
あ
っ
た
。

化
成
）
で
あ
っ
た
。◇◇

■
準
決
勝

■
準
決
勝

　

準
決
勝
第
１
試
合
は
田
嶋
と
太
田
が
対

　

準
決
勝
第
１
試
合
は
田
嶋
と
太
田
が
対

戦
。
互
角
の
攻
防
が
５
分
間
繰
り
広
げ
ら

戦
。
互
角
の
攻
防
が
５
分
間
繰
り
広
げ
ら

れ
、
判
定
の
結
果
２

れ
、
判
定
の
結
果
２

｜｜

１
で
田
嶋
が
辛
く

１
で
田
嶋
が
辛
く

も
勝
利
し
た
。

も
勝
利
し
た
。

　

準
決
勝
第
２
試
合
は
村
尾
と
新
井
の
東

　

準
決
勝
第
２
試
合
は
村
尾
と
新
井
の
東

海
大
学
先
輩
・
後
輩
対
決
。
試
合
中
盤
で

海
大
学
先
輩
・
後
輩
対
決
。
試
合
中
盤
で

村
尾
が
大
外
返
で
有
効
を
奪
い
、
勢
い
そ

村
尾
が
大
外
返
で
有
効
を
奪
い
、
勢
い
そ

の
ま
ま
足
車
で
さ
ら
に
一
本
を
奪
い
勝
利

の
ま
ま
足
車
で
さ
ら
に
一
本
を
奪
い
勝
利

し
た
。

し
た
。

■
決
勝

■
決
勝

　

決
勝
は
、
田
嶋
と
村
尾
の
同
階
級
ラ
イ

　

決
勝
は
、
田
嶋
と
村
尾
の
同
階
級
ラ
イ

バ
ル
対
決
。
ジ
ュ
ニ
ア
時
代
か
ら
対
戦
す

バ
ル
対
決
。
ジ
ュ
ニ
ア
時
代
か
ら
対
戦
す

る
こ
と
が
多
く
、
互
い
に
手
の
内
を
知
る

る
こ
と
が
多
く
、
互
い
に
手
の
内
を
知
る

両
者
の
対
戦
は
、
村
尾
が
指
導
１
、
田
嶋

両
者
の
対
戦
は
、
村
尾
が
指
導
１
、
田
嶋

が
指
導
２
で
終
盤
戦
へ
。
判
定
に
持
ち
込

が
指
導
２
で
終
盤
戦
へ
。
判
定
に
持
ち
込

ま
れ
る
か
と
思
わ
れ
た
が
、
残
り

ま
れ
る
か
と
思
わ
れ
た
が
、
残
り
1212
秒
で
秒
で

田
嶋
が
隅
返
で
村
尾
を
投
げ
、
技
あ
り
。

田
嶋
が
隅
返
で
村
尾
を
投
げ
、
技
あ
り
。

そ
の
ま
ま
試
合
時
間
終
了
と
な
り
、
田
嶋

そ
の
ま
ま
試
合
時
間
終
了
と
な
り
、
田
嶋

が
ラ
イ
バ
ル
対
決
を
制
し
天
皇
杯
を
手
に

が
ラ
イ
バ
ル
対
決
を
制
し
天
皇
杯
を
手
に

し
た
。

し
た
。

◇◇

　

田
嶋
と
村
尾
の
対
戦
成
績
は
、
直
近
３

　

田
嶋
と
村
尾
の
対
戦
成
績
は
、
直
近
３

回
の
対
戦
（
グ
ラ
ン
ド
ス
ラ
ム
東
京
〈
２

回
の
対
戦
（
グ
ラ
ン
ド
ス
ラ
ム
東
京
〈
２

０
２
４
、
２
０
２
５
〉、
２
０
２
５
年
世

０
２
４
、
２
０
２
５
〉、
２
０
２
５
年
世

界
選
手
権
大
会
）
で
は
村
尾
が
３
連
勝
し

界
選
手
権
大
会
）
で
は
村
尾
が
３
連
勝
し

て
い
た
が
、
今
大
会
は
田
嶋
が
勝
利
し
意

て
い
た
が
、
今
大
会
は
田
嶋
が
勝
利
し
意

地
を
み
せ
た
。

地
を
み
せ
た
。

　

同
階
級
の
両
者
は
２
０
２
８
年
ロ
サ
ン

　

同
階
級
の
両
者
は
２
０
２
８
年
ロ
サ
ン

ゼ
ル
ス
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
代
表
を
争
っ
て

ゼ
ル
ス
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
代
表
を
争
っ
て

い
る
。
今
年

い
る
。
今
年
1010
月
に
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ

月
に
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ

ン
・
バ
ク
ー
で
開
催
さ
れ
る
２
０
２
６
年

ン
・
バ
ク
ー
で
開
催
さ
れ
る
２
０
２
６
年

世
界
選
手
権
大
会
に
は
両
者
と
も
代
表
に

世
界
選
手
権
大
会
に
は
両
者
と
も
代
表
に

選
ば
れ
て
お
り
、
活
躍
が
期
待
さ
れ
る
。

選
ば
れ
て
お
り
、
活
躍
が
期
待
さ
れ
る
。

（
パ
ー
ク

（
パ
ー
ク
2424
））
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▼
待
ち
望
ん
だ
ラ
イ
バ
ル
と
の
対
決

▼
待
ち
望
ん
だ
ラ
イ
バ
ル
と
の
対
決

「
選
手
権
の
優
勝
と
い
う
よ
り
も
、
村
尾

「
選
手
権
の
優
勝
と
い
う
よ
り
も
、
村
尾

選
手
に
勝
て
た
と
い
う
気
持
ち
の
方
が
大

選
手
に
勝
て
た
と
い
う
気
持
ち
の
方
が
大

き
い
で
す
。
ず
っ
と
恋
焦
が
れ
て
い
た
相

き
い
で
す
。
ず
っ
と
恋
焦
が
れ
て
い
た
相

手
で
し
た
か
ら
」

手
で
し
た
か
ら
」

　

優
勝
決
定
直
後
は
感
極
ま
っ
た
様
子
の

　

優
勝
決
定
直
後
は
感
極
ま
っ
た
様
子
の

田
嶋
選
手
で
あ
っ
た
が
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

田
嶋
選
手
で
あ
っ
た
が
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

で
は
す
が
す
が
し
い
表
情
で
同
階
級
ラ
イ

で
は
す
が
す
が
し
い
表
情
で
同
階
級
ラ
イ

バ
ル
の
村
尾
選
手
に
つ
い
て
の
率
直
な
感

バ
ル
の
村
尾
選
手
に
つ
い
て
の
率
直
な
感

想
を
語
っ
た
。

想
を
語
っ
た
。

「（
同
階
級
内
の
代
表
争
い
で
は
）
本
当

「（
同
階
級
内
の
代
表
争
い
で
は
）
本
当

に
先
に
行
か
れ
て
し
ま
っ
て
…
…
一
緒
に

に
先
に
行
か
れ
て
し
ま
っ
て
…
…
一
緒
に

出
場
す
る
大
会
で
は
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
の
逆

出
場
す
る
大
会
で
は
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
の
逆

側
の
シ
ー
ド
に
配
置
さ
れ
、
直
接
戦
う
に

側
の
シ
ー
ド
に
配
置
さ
れ
、
直
接
戦
う
に

は
決
勝
ま
で
上
が
ら
な
い
と
い
け
な
い
こ

は
決
勝
ま
で
上
が
ら
な
い
と
い
け
な
い
こ

と
が
多
い
の
で
、
ま
る
で
遠
距
離
恋
愛
の

と
が
多
い
の
で
、
ま
る
で
遠
距
離
恋
愛
の

よ
う
な
気
持
ち
で
い
ま
し
た
。
今
日
決
勝

よ
う
な
気
持
ち
で
い
ま
し
た
。
今
日
決
勝

で
戦
え
る
と
分
か
っ
た
時
は
『
や
っ
と
会

で
戦
え
る
と
分
か
っ
た
時
は
『
や
っ
と
会

え
た
』
と
思
い
ま
し
た
」

え
た
』
と
思
い
ま
し
た
」

▼
残
り

▼
残
り
1212
秒
で
逆
転
、
無
我
夢
中
の
隅
返

秒
で
逆
転
、
無
我
夢
中
の
隅
返

　

決
勝
に
つ
い
て
「
展
開
的
に
は
こ
の
ま

　

決
勝
に
つ
い
て
「
展
開
的
に
は
こ
の
ま

ま
行
っ
た
ら
負
け
だ
と
思
っ
て
い
た
」
と

ま
行
っ
た
ら
負
け
だ
と
思
っ
て
い
た
」
と

振
り
返
っ
た
上
で
、「
何
も
で
き
ず
に
勝

振
り
返
っ
た
上
で
、「
何
も
で
き
ず
に
勝

ち
を
渡
す
く
ら
い
な
ら
と
、
途
中
か
ら
組

ち
を
渡
す
く
ら
い
な
ら
と
、
途
中
か
ら
組

み
方
や
攻
め
方
を
変
え
な
が
ら
戦
っ
た
」

み
方
や
攻
め
方
を
変
え
な
が
ら
戦
っ
た
」

と
述
べ
た
。

と
述
べ
た
。

「（
残
り

「（
残
り
1212
秒
で
の
隅
返
に
つ
い
て
）
い

秒
で
の
隅
返
に
つ
い
て
）
い

つ
も
は
投
げ
る
前
に
頭
の
中
で
展
開
を
組

つ
も
は
投
げ
る
前
に
頭
の
中
で
展
開
を
組

み
立
て
な
が
ら
投
げ
る
ん
で
す
が
、
最
後

み
立
て
な
が
ら
投
げ
る
ん
で
す
が
、
最
後

の
技
は
本
当
に
無
我
夢
中
の
技
で
し
た
。

の
技
は
本
当
に
無
我
夢
中
の
技
で
し
た
。

絡
ま
る
よ
う
に
投
げ
た
の
で
、
審
判
の
見

絡
ま
る
よ
う
に
投
げ
た
の
で
、
審
判
の
見

◉
優
勝
者
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

◉
優
勝
者
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

無
我
夢
中
の
技
で
ラ
イ
バ
ル
に
勝
利
し
、
確
か
な
手
応
え

無
我
夢
中
の
技
で
ラ
イ
バ
ル
に
勝
利
し
、
確
か
な
手
応
え

え
方
に
よ
っ
て
は
相
手
の
ポ
イ
ン
ト
に
な

え
方
に
よ
っ
て
は
相
手
の
ポ
イ
ン
ト
に
な

っ
て
し
ま
う
可
能
性
も
あ
り
ま
し
た
」

っ
て
し
ま
う
可
能
性
も
あ
り
ま
し
た
」

▼
世
界
選
手
権
大
会
に
向
け
「
し
っ
か
り

▼
世
界
選
手
権
大
会
に
向
け
「
し
っ
か
り

組
ん
で
し
っ
か
り
投
げ
る
柔
道
」
を

組
ん
で
し
っ
か
り
投
げ
る
柔
道
」
を

　

最
後
に
、
田
嶋
選
手
が
今
大
会
を
踏
ま

　

最
後
に
、
田
嶋
選
手
が
今
大
会
を
踏
ま

え
た
今
後
の
展
望
を
語
っ
た
。

え
た
今
後
の
展
望
を
語
っ
た
。

「
昨
年

「
昨
年
1212
月
の
グ
ラ
ン
ド
ス
ラ
ム
東
京
は

月
の
グ
ラ
ン
ド
ス
ラ
ム
東
京
は

全
く
力
を
出
せ
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
今

全
く
力
を
出
せ
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
今

大
会
は
あ
る
程
度
手
応
え
を
感
じ
る
こ
と

大
会
は
あ
る
程
度
手
応
え
を
感
じ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
戦
い
方
は
こ
の
方
向
性

が
で
き
ま
し
た
。
戦
い
方
は
こ
の
方
向
性

で
進
め
て
い
き
つ
つ
、
目
標
と
し
て
い
る

で
進
め
て
い
き
つ
つ
、
目
標
と
し
て
い
る

『
し
っ
か
り
組
ん
で
し
っ
か
り
投
げ
る
柔

『
し
っ
か
り
組
ん
で
し
っ
か
り
投
げ
る
柔

道
』
と
両
立
さ
せ
な
が
ら
、
世
界
選
手
権

道
』
と
両
立
さ
せ
な
が
ら
、
世
界
選
手
権

に
向
か
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」

に
向
か
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」

■
上
位
入
賞
選
手
コ
メ
ン
ト

■
上
位
入
賞
選
手
コ
メ
ン
ト

◎
準
優
勝
＝
村
尾
三
四
郎
選
手

◎
準
優
勝
＝
村
尾
三
四
郎
選
手

「
延
長
戦
あ
り
の

「
延
長
戦
あ
り
の

国
際
大
会
で
は
最

国
際
大
会
で
は
最

後
の
よ
う
な
攻
め

後
の
よ
う
な
攻
め

方
は
し
な
い
ん
で

方
は
し
な
い
ん
で

す
が
、
判
定
で
勝
っ
て
い
る
と
い
う
自
信

す
が
、
判
定
で
勝
っ
て
い
る
と
い
う
自
信

も
な
か
っ
た
の
で
最
後
攻
め
に
行
っ
た
と

も
な
か
っ
た
の
で
最
後
攻
め
に
行
っ
た
と

こ
ろ
を
や
ら
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
自
分

こ
ろ
を
や
ら
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
自
分

の
柔
道
を
み
て
『
す
ご
い
』『
自
分
も
あ

の
柔
道
を
み
て
『
す
ご
い
』『
自
分
も
あ

準決勝①
田嶋剛希　◒（判定）　太田彪雅
　優勝経験のある太田（右）と互角の攻防を繰り広げた田
嶋が、判定２－１で接戦を制した

準決勝②
村尾三四郎　○（足車）　新井道大
　村尾（右）が大外返で有効を奪い、その後すぐに足車で
ダメ押しの一本を決め快勝した（写真は村尾の大外返）

ん
な
試
合
を
し
て
み
た
い
』
と
思
っ
て
も

ん
な
試
合
を
し
て
み
た
い
』
と
思
っ
て
も

ら
え
る
の
で
あ
れ
ば

ら
え
る
の
で
あ
れ
ば
嬉嬉う
れ
う
れ

し
い
で
す
が
、
や

し
い
で
す
が
、
や

は
り
勝
負
事
で
、
優
勝
を
目
指
し
て
準
備

は
り
勝
負
事
で
、
優
勝
を
目
指
し
て
準
備

し
て
い
た
以
上
、
２
位
で
は
意
味
が
な
い

し
て
い
た
以
上
、
２
位
で
は
意
味
が
な
い

で
す
。
ま
た
自
分
の
階
級
で
の
戦
い
が
続

で
す
。
ま
た
自
分
の
階
級
で
の
戦
い
が
続

き
ま
す
の
で
、
そ
こ
に
向
か
っ
て
い
き
た

き
ま
す
の
で
、
そ
こ
に
向
か
っ
て
い
き
た

い
で
す
」

い
で
す
」

◯
３
位
＝
太
田
彪
雅
選
手

◯
３
位
＝
太
田
彪
雅
選
手「

日
本
武
道
館
で

「
日
本
武
道
館
で

の
優
勝
を
経
験
し

の
優
勝
を
経
験
し

て
い
な
い
の
で
、

て
い
な
い
の
で
、

今
日
は
本
当
に
攻

今
日
は
本
当
に
攻

め
の
気
持
ち
で
臨
ん
だ
の
で
す
が
、
悔
し

め
の
気
持
ち
で
臨
ん
だ
の
で
す
が
、
悔
し

い
で
す
。
今
年
の
９
、

い
で
す
。
今
年
の
９
、
1010
月
に
愛
知
県
で

月
に
愛
知
県
で

開
催
さ
れ
る
ア
ジ
ア
競
技
大
会
の
代
表
選

開
催
さ
れ
る
ア
ジ
ア
競
技
大
会
の
代
表
選

手
と
し
て
ま
た
一
か
ら
頑
張
り
ま
す
」

手
と
し
て
ま
た
一
か
ら
頑
張
り
ま
す
」

◯
３
位
＝
新
井
道
大
選
手

◯
３
位
＝
新
井
道
大
選
手「

前
日
の
記
者
会

「
前
日
の
記
者
会

見
で
『
と
こ
と
ん

見
で
『
と
こ
と
ん

や
る
』
と
言
っ
て

や
る
』
と
言
っ
て

お
き
な
が
ら
、
階

お
き
な
が
ら
、
階

級
が
下
の
相
手
に
負
け
て
い
る
よ
う
で
は

級
が
下
の
相
手
に
負
け
て
い
る
よ
う
で
は

ま
だ
ま
だ
で
す
。
来
年
ま
た
こ
こ
に
戻
っ

ま
だ
ま
だ
で
す
。
来
年
ま
た
こ
こ
に
戻
っ

て
き
て
、
次
は
僕
が
三
四
郎
先
輩
（
村
尾

て
き
て
、
次
は
僕
が
三
四
郎
先
輩
（
村
尾

選
手
）
を
投
げ
た
い
と
思
い
ま
す
」

選
手
）
を
投
げ
た
い
と
思
い
ま
す
」

田嶋　剛希田嶋　剛希
（たじま・ごうき）（たじま・ごうき）
1997年７月27日生まれ、千葉1997年７月27日生まれ、千葉
県出身。身長172㎝、体重90㎏。県出身。身長172㎝、体重90㎏。
国士舘中学校、国士舘高校、筑国士舘中学校、国士舘高校、筑
波大学を経て、パーク 24株式波大学を経て、パーク 24株式
会社に入社。本大会出場は３回会社に入社。本大会出場は３回
目。令和５年本大会３位、2024目。令和５年本大会３位、2024
年アブダビ世界選手権大会（-90年アブダビ世界選手権大会（-90
㎏級）優勝、2025 年ブダペス㎏級）優勝、2025 年ブダペス
ト世界選手権大会（-90㎏級）ト世界選手権大会（-90㎏級）
２位、2026年グランドスラム・２位、2026年グランドスラム・
パリ（-90㎏級）優勝。パリ（-90㎏級）優勝。
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ニュース　全日本柔道選手権大会

■
大
会
結
果

◉
優　

勝
＝
田
嶋　

剛
希
（
パ
ー
ク
24
）

◎
２　

位
＝
村
尾
三
四
郎
（
ジ
ャ
パ
ン
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
サ
ー
ビ
ス

ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
）

◯
３　

位
＝
太
田　

彪
雅
（
旭
化
成
）

　
　
　
　
　

新
井　

道
大
（
東
海
大
学
４
年
）

▽
５　

位
＝
佐
藤　

和
哉
（
日
本
製
鉄
）

　
　
　
　
　

小
畑　

大
樹
（
医
療
法
人
ひ
ら
ま
つ
病
院
）

　
　
　
　
　

原
沢　

久
喜
（
長
府
工
産
）

　
　
　
　
　

中
野　

寛
太
（
旭
化
成
）

◆
世
界
選
手
権
金
メ
ダ
リ
ス
ト
が
躍
動

◆
世
界
選
手
権
金
メ
ダ
リ
ス
ト
が
躍
動

　

例
年
本
大
会
の
注
目
ポ
イ
ン
ト
と
な
っ

て
い
る
推
薦
選
手
。
令
和
８
年
の
今
大
会

に
は
２
０
２
５
年
ブ
ダ
ペ
ス
ト
世
界
選
手

権
大
会
金
メ
ダ
リ
ス
ト
の
永
山
竜
樹
と
武

岡
毅
が
出
場
し
た
。
永
山
は
昨
年
に
引
き

続
き
３
回
目
の
出
場
、
武
岡
は
初
出
場
。

　

永
山
は
体
重
100
㎏
超
え
の
小
川
竜
昂

（
日
本
製
鉄
）
と
対
戦
。
小
柄
な
体
格
で

重
量
級
の
選
手
に
技
を
か
け
る
姿
に
会
場

は
盛
り
上
が
っ
た
が
、
試
合
終
了
間
際
に

小
川
の
内
股
が
有
効
と
な
り
敗
退
し
た
。

　

武
岡
の
初
戦
は
羽
田
野
竜
輝
（
旭
化

成
）
と
の
同
級
生
対
決
。
試
合
前
に
「
で

き
る
だ
け
大
き
い
相
手
と
戦
い
た
い
」
と

話
し
て
い
た
武
岡
は
、
お
よ
そ
２
倍
の
体

重
差
の
あ
る
羽
田
野
を
相
手
に
積
極
的
な

攻
め
を
見
せ
、判
定
３

－

０
で
勝
利
し
た
。

▽
永
山
竜
樹
選
手

「（
重
量
級
の
選
手
と
の
試
合
は
）
め
ち

ゃ
く
ち
ゃ
し
ん
ど
い
で
す
。
楽
し
い
試
合

で
し
た
け
ど
、
終
わ
っ
た
後
は
本
当
に
死

ぬ
か
と
思
い
ま
し
た
。
こ
の
大
会
で
重
量

級
の
選
手
と
戦
っ
た
経
験
は
自
分
の
階
級

に
戻
っ
た
時
に
す
ご
い
自
信
に
な
り
ま

す
。
次
こ
そ
は
一
勝
で
き
る
よ
う
に
ま
た

挑
戦
し
た
い
で
す
」

■
出
場
選
手
コ
メ
ン
ト

■
出
場
選
手
コ
メ
ン
ト

▽
中
野
寛
太
選
手

▽
中
野
寛
太
選
手
（
令
和
６
年
大
会
優
勝
）

（
令
和
６
年
大
会
優
勝
）

「
新
井
選
手
の
代
名
詞
で
あ
る
大
内
刈
を

「
新
井
選
手
の
代
名
詞
で
あ
る
大
内
刈
を

警
戒
し
て
い
ま
し
た
が
、
最
後
は
内
股
で

警
戒
し
て
い
ま
し
た
が
、
最
後
は
内
股
で

崩
さ
れ
ま
し
た
。
戦
略
は
分
か
っ
て
い
た

崩
さ
れ
ま
し
た
。
戦
略
は
分
か
っ
て
い
た

は
ず
で
し
た
が
、
対
応
で
き
な
か
っ
た
の

は
ず
で
し
た
が
、
対
応
で
き
な
か
っ
た
の

が
敗
因
で
す
」

が
敗
因
で
す
」

▽
原
沢
久
喜
選
手

▽
原
沢
久
喜
選
手（
平
成

（
平
成
2727
・・
3030
年
大
会
優
勝
）

年
大
会
優
勝
）

「
今
年
は
ア
メ
リ
カ
に
渡
り
、
環
境
が
変

「
今
年
は
ア
メ
リ
カ
に
渡
り
、
環
境
が
変

わ
っ
た
中
で
の
新
た
な
挑
戦
で
し
た
が
残

わ
っ
た
中
で
の
新
た
な
挑
戦
で
し
た
が
残

念
な
結
果
に
終
わ
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

念
な
結
果
に
終
わ
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

日
本
人
選
手
と
組
む
機
会
も
な
く
試
合
が

日
本
人
選
手
と
組
む
機
会
も
な
く
試
合
が

空
い
て
し
ま
っ
た
の
で
す
が
、
思
っ
た
よ

空
い
て
し
ま
っ
た
の
で
す
が
、
思
っ
た
よ

り
は
動
け
ま
し
た
」

り
は
動
け
ま
し
た
」

▽
香
川
大
吾
選
手

▽
香
川
大
吾
選
手
（
前
回
大
会
優
勝
）

（
前
回
大
会
優
勝
）

「
連
覇
の
緊
張
は
思
っ
た
よ
り
も
な
か
っ

「
連
覇
の
緊
張
は
思
っ
た
よ
り
も
な
か
っ

た
の
で
す
が
、
敗
れ
た
佐
藤
選
手
（
佐
藤

た
の
で
す
が
、
敗
れ
た
佐
藤
選
手
（
佐
藤

和
哉
・
日
本
製

和
哉
・
日
本
製
鉄
）
と
の
試
合
は
、
序
盤

）
と
の
試
合
は
、
序
盤

に
流
れ
を
つ
く
ら
れ
て
し
ま
っ
た
の
が
良

に
流
れ
を
つ
く
ら
れ
て
し
ま
っ
た
の
が
良

く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
大
会
で
勝

く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
大
会
で
勝

つ
た
め
に
準
備
し
て
き
た
の
で
、
こ
れ
か

つ
た
め
に
準
備
し
て
き
た
の
で
、
こ
れ
か

ら
の
こ
と
は
全
く
考
え
て
い
ま
せ
ん
」

ら
の
こ
と
は
全
く
考
え
て
い
ま
せ
ん
」

■
全
日
本
柔
道
男
子
監
督
コ
メ
ン
ト

■
全
日
本
柔
道
男
子
監
督
コ
メ
ン
ト

◎
鈴
木
桂
治
氏

◎
鈴
木
桂
治
氏

「
決
勝
は
村
尾
選
手
が
押
し
て
い
る
流
れ

「
決
勝
は
村
尾
選
手
が
押
し
て
い
る
流
れ

の
中
、
最
後
は
泥
く
さ
く
諦
め
な
か
っ
た

の
中
、
最
後
は
泥
く
さ
く
諦
め
な
か
っ
た

田
嶋
選
手
が
逆
転
で
勝
利
し
ま
し
た
。
あ

田
嶋
選
手
が
逆
転
で
勝
利
し
ま
し
た
。
あ

の
勝
ち
方
は
田
嶋
選
手
ら
し
く
て
素
晴
ら

の
勝
ち
方
は
田
嶋
選
手
ら
し
く
て
素
晴
ら

し
い
な
と
思
い
ま
し
た
。（
ベ
ス
ト
４
に

し
い
な
と
思
い
ま
し
た
。（
ベ
ス
ト
４
に

重
量
級
選
手
が
１
名
し
か
い
な
い
現
状
に

重
量
級
選
手
が
１
名
し
か
い
な
い
現
状
に

つ
い
て
）
現
実
を
し
っ
か
り
受
け
止
め
る

つ
い
て
）
現
実
を
し
っ
か
り
受
け
止
め
る

の
で
あ
れ
ば
『
今
の
日
本
は

の
で
あ
れ
ば
『
今
の
日
本
は
9090
㎏
級
が
一

㎏
級
が
一

番
強
い
』
と
い
う
こ
と
。
決
し
て
悲
観
す

番
強
い
』
と
い
う
こ
と
。
決
し
て
悲
観
す

る
わ
け
で
は
な
い
で
す
が
、
重
量
級
の
選

る
わ
け
で
は
な
い
で
す
が
、
重
量
級
の
選

手
は
も
っ
と
や
る
べ
き
こ
と
を
や
ら
な
け

手
は
も
っ
と
や
る
べ
き
こ
と
を
や
ら
な
け

れ
ば
い
け
な
い
と
感
じ
ま
し
た
」

れ
ば
い
け
な
い
と
感
じ
ま
し
た
」

▽
武
岡
毅
選
手

「
新
井
選
手
と
は
他
の
大
会
で
も
一
緒
に

な
る
こ
と
が
多
く
、『
や
っ
ぱ
り
強
い
な
』

と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
見
る
の
と
実
際

に
組
む
の
で
は
全
く
レ
ベ
ル
が
違
い
ま
し

た
。
昨
年
世
界
選
手
権
で
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン

に
な
り
、
今
年
も
そ
の
舞
台
に
立
つ
こ
と

が
で
き
る
の
で
、
こ
れ
か
ら
自
分
の
階
級

に
戻
っ
て
し
っ
か
り
準
備
し
て
い
き
た
い

で
す
」

模範演武模範演武
投の形投の形（左）（左）
取　五段　　射手矢弦太取　五段　　射手矢弦太
受　五段　　岩永　憲門受　五段　　岩永　憲門

極の形極の形（左下）（左下）
取　八段　　平野　弘幸取　八段　　平野　弘幸
受　七段　　南保　徳双受　七段　　南保　徳双

古式の形古式の形（下）（下）
取　八段　　道場　良久取　八段　　道場　良久
受　七段　　大辻　広文受　七段　　大辻　広文

心技体 人を育てる総合誌

３回戦　香川（左）対佐藤３回戦　香川（左）対佐藤４回戦　新井（上）対中野４回戦　新井（上）対中野

２回戦　武岡（右）対羽田野 ２回戦　永山（右）対小川

投の形　射手矢（上）・岩永投の形　射手矢（上）・岩永

極の形　平野（左）・南保極の形　平野（左）・南保 古式の形　道場（右）・大辻古式の形　道場（右）・大辻
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ニュース　全日本女子柔道選手権大会

　

第
41
回
皇
后
盃
全
日
本
女
子
柔
道
選
手
権
大
会
（
主
催
＝
講
道
館
、
全
日
本
柔
道

連
盟
）
が
４
月
19
日
に
横
浜
武
道
館
（
神
奈
川
県
横
浜
市
）
で
開
催
さ
れ
た
。
体
重

無
差
別
級
で
行
わ
れ
る
同
大
会
に
は
、全
国
か
ら
推
薦
選
手
２
名
（
前
年
度
優
勝
者
、

同
第
２
位
）、
地
区
選
出
選
手
34
名
の
計
36
名
が
集
い
女
王
の
座
を
争
っ
た
。

　

２
連
覇
を
目
指
す
田
中
伶
奈
（
大
阪
府
警
察
）
と
前
回
大
会
２
位
の
白
金
未
桜
（
筑

波
大
学
３
年
）
は
と
も
に
初
戦
で
敗
退
し
た
。
準
々
決
勝
で
は
、
１
９
９
２
年
バ
ル

セ
ロ
ナ
五
輪
71
㎏
級
金
メ
ダ
リ
ス
ト
の
古
賀
稔
彦
氏
を
父
に
持
つ
57
㎏
級
の
古
賀
ひ

よ
り
（
パ
ー
ク
24
）
が
、78
㎏
超
級
の
朝
比
奈
沙
羅
（
Ｆ
Ｕ
Ｋ
Ｕ
Ｄ
Ｅ
Ｎ
＆
Ｇ
Ｒ
Ｉ
Ｐ
）

に
70
㎏
以
上
の
体
格
差
を
跳
ね
返
し
判
定
勝
ち
を
収
め
た
。「
柔
よ
く
剛
を
制
す
」
を

体
現
し
た
姿
に
、
会
場
か
ら
大
き
な
拍
手
が
湧
き
起
こ
っ
た
。

　

決
勝
は
渡
邉
聖
子
（
警
視
庁
）
と
米
川
明
穂
（
コ
マ
ツ
）
の
顔
合
わ
せ
。
勝
負
は

旗
判
定
と
な
り
、
３
本
と
も
渡
邉
に
上
が
り
初
出
場
で
初
優
勝
に
輝
い
た
。

第
41
回
皇
后
盃
全
日
本
女
子
柔
道
選
手
権
大
会

警
視
庁

警
視
庁

渡
邉
聖
子

渡
邉
聖
子
（（
6363
㎏
級
）

㎏
級
）
が
初
優
勝

が
初
優
勝

　

前
回
大
会
か
ら
い
わ
ゆ
る
「
足
取
り
」

（
相
手
と
組
ん
だ
状
態
か
ら
相
手
の
帯
か

ら
下
を
摑つ
か

む
行
為
）
が
解
禁
さ
れ
、
小
柄

な
選
手
が
大
柄
な
選
手
に
対
し
て
足
取
り

を
行
い
、
果
敢
に
攻
め
る
姿
が
随
所
で
見

ら
れ
た
。

◇

　

渡
邉
は
、
初
戦
で
前
回
大
会
２
位
の
白

金
に
３
―
０
の
旗
判
定
で
勝
利
を
収
め
、

３
回
戦
で
は
、
竹
村
安
生
（
兵
庫
県
警

察
）
に
崩
上
四
方
固
で
一
本
勝
ち
。
準
決

勝
で
は
、
３
―
０
の
旗
判
定
で
古
賀
に
勝

利
し
、
決
勝
に
進
出
し
た
。

　

も
う
一
方
の
ブ
ロ
ッ
ク
で
は
米
川
が
決

勝
に
進
出
。100
㎏
の
体
格
を
活い

か
し
、準
々

　皇后盃を掲げ、笑顔を見せる渡邉選手　皇后盃を掲げ、笑顔を見せる渡邉選手
決勝＝渡邉（左）が米川の奥襟を摑む決勝＝渡邉（左）が米川の奥襟を摑む

◉
優
勝
者
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
　

渡
邉
聖
子
選
手（
東
京
／
警
視
庁
）

　

皇
后
盃
と
い
う
大
き
な
舞
台
に
立
て
た

こ
と
を
誇
り
に
思
っ
て
い
ま
す
。
決
勝
は

今
ま
で
や
っ
て
き
た
自
分
の
柔
道
を
出
し

切
っ
て
、
全
力
で
戦
い
ま
し
た
。

　

米
川
選
手
は
強
い
選
手
と
知
っ
て
い
た

の
で
、
相
手
に
良
い
と
こ
ろ
を
持
た
せ
て

し
ま
っ
た
ら
、
自
分
が
負
け
て
し
ま
う
と

思
っ
た
の
で
、
自
分
か
ら
良
い
と
こ
ろ
を

持
っ
て
技
を
仕
掛
け
て
い
き
ま
し
た
。
自

分
か
ら
先
に
先
に
組
手
を
し
た
の
が
勝
因

だ
と
思
い
ま
す
。

　

去
年
、
講
道
館
杯
で
負
け
て
し
ま
っ

て
、
選
抜
大
会
に
も
出
れ
な
か
っ
た
な
か

で
、
皇
后
盃
に
挑
戦
し
て
、
何
が
何
で
も

優
勝
す
る
こ
と
を
目
標
に
し
て
い
た
の

で
、
優
勝
す
る
こ
と
が
で
き
て
嬉う
れ

し
い
で

す
。

　

少
し
で
も
自
分
の
背
中
を
み
て
、
チ
ー

ム
の
み
ん
な
も
頑
張
ろ
う
と
い
う
気
持
ち

に
な
っ
て
く
れ
た
ら
嬉
し
い
な
と
思
い
ま

す
。
チ
ー
ム
の
み
ん
な
に
は
本
当
に
感
謝

し
て
い
ま
す
。

・
２
０
２
５
年
度
М
Ｉ
Ｎ
Ｄ
賞
表
彰

　

全
日
本
柔
道
連
盟
で
は
、
柔
道
М※

Ｉ
Ｎ

Ｄ
の
普
及
・
啓
発
を
推
進
し
て
い
く
取
り

組
み
と
し
て
、
嘉
納
治
五
郎
師
範
が
目
指

し
た
「
柔
道
を
通
じ
た　

人
づ
く
り
」
を

推
進
す
る
活
動
に
対
し
て
、
理
解
お
よ
び

実
践
に
寄
与
し
た
小
学
生
お
よ
び
中
学
生

を
対
象
と
し
、
М
Ｉ
Ｎ
Ｄ
賞
を
新
設
。

　

２
０
２
５
年
度
は
小
学
生
16
名
、
中
学

生
14
名
、
計
30
名
が
受
賞
し
た
。

※
М
Ａ
Ｎ
Ｎ
Ｅ
Ｒ
Ｓ
＝
礼
節

　

Ｉ
Ｎ
Ｄ
Ｅ
Ｐ
Ｅ
Ｎ
Ｄ
Ｅ
Ｎ
Ｃ
Ｅ
＝
自
立

　

Ｎ
О
Ｂ
Ｉ
Ｌ
Ｉ
Ｔ
Ｙ
＝
高
潔

　

Ｄ
Ｉ
Ｇ
Ｎ
Ｉ
Ｔ
Ｙ
＝
品
格

　

を
そ
れ
ぞ
れ
表
し
て
い
ま
す
。МＩＮＤ賞表彰МＩＮＤ賞表彰

中村真一全日本柔道連盟会長から受賞者を代表して成中村真一全日本柔道連盟会長から受賞者を代表して成
田にこさん（横浜市立大鳥中学校）と大柿天馬さん（朝田にこさん（横浜市立大鳥中学校）と大柿天馬さん（朝

飛道場）に盾が贈られた飛道場）に盾が贈られた

決
勝
で
は
２
０
２
６
年
全
日
本
選
抜
柔
道

体
重
別
選
手
権
大
会
78
㎏
級
王
者
の
杉
村

美
寿
希（
パ
ー
ク
24
）に
反
則
勝
ち
し
た
。

◇

　

決
勝
は
、
渡
邉
と
米
川
の
ど
ち
ら
が
勝

っ
て
も
初
優
勝
と
な
る
一
戦
。
渡
邉
は
、

１
回
戦
か
ら
準
決
勝
ま
で
は
喧け
ん

嘩か

四
つ
の

相
手
が
続
い
た
が
、
決
勝
は
合
い
四
つ
の

試
合
展
開
。
渡
邉
は
米
川
の
奥
襟
を
摑
み

得
意
な
形
を
作
る
と
、
果
敢
に
技
を
仕

掛
け
て
い
く
。「
聖
子
先
輩
、
フ
ァ
イ
ト

ー
！
」
と
い
う
子
ど
も
の
大
き
な
声
援
に

も
後
押
し
さ
れ
、
終
始
攻
め
続
け
た
渡
邉

は
判
定
の
末
、
３
―
０
で
初
優
勝
を
飾
っ

た
。
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ニュース　全日本女子柔道選手権大会

【
大
会
結
果
】

▽
優　

勝
＝
渡
邉
聖
子
（
警
視
庁
）

▽
第
２
位
＝
米
川
明
穂
（
コ
マ
ツ
）

▽
第
３
位
＝�

長
谷
川
瑞
紀
（
Ｊ
Ｒ
東
日
本
）�

�

古
賀
ひ
よ
り
（
パ
ー
ク
24
）

▽
第
５
位
＝�

丸
山
み
か
の
（
Ｊ
Ｒ
九
州
）�

�
�

杉
村
美
寿
希
（
パ
ー
ク
24
）�

�

泉
真
生
（
コ
マ
ツ
）�

�

朝
比
奈
沙
羅（
Ｆ
Ｕ
Ｋ
Ｕ
Ｄ
Ｅ
Ｎ
＆
Ｇ
Ｒ
Ｉ
Ｐ
）

心技体 人を育てる総合誌

本大会の会場となった横浜武道館本大会の会場となった横浜武道館

準決勝①＝渡邉（左）が足取りを仕掛ける準決勝①＝渡邉（左）が足取りを仕掛ける

準決勝②＝米川（上）が内股で一本準決勝②＝米川（上）が内股で一本

準
決
勝
①

渡
邉
聖
子　

渡
邉
聖
子　

◒◒
判
定　
　

古
賀
ひ
よ
り

判
定　
　

古
賀
ひ
よ
り

　

試
合
開
始
と
同
時
に
渡
邉
は
、
古
賀
の

奥
襟
を
摑
み
に
か
か
る
。
古
賀
は
積
極
的

な
渡
邉
の
攻
め
に
対
し
て
、
後
の
先
の
形

に
な
っ
た
。
渡
邉
は
得
意
の
奥
襟
を
摑
む

体
勢
に
持
ち
込
む
一
方
、
古
賀
は
消
極
的

な
姿
勢
や
極
端
な
防
御
姿
勢
が
重
な
り
指

導
を
３
回
受
け
た
。
終
始
攻
め
続
け
た
渡

邉
が
３
―
０
の
旗
判
定
で
勝
利
し
た
。

米
川
明
穂　

〇
内
股　
　

長
谷
川
瑞
紀

米
川
明
穂　

〇
内
股　
　

長
谷
川
瑞
紀

　

米
川
と
長
谷
川
瑞
紀
（
Ｊ
Ｒ
東
日
本
）

の
一
戦
は
、
喧
嘩
四
つ
の
試
合
展
開
と

な
っ
た
。
序
盤
は
両
者
攻
め
手
を
欠
き
、

消
極
的
な
姿
勢
と
み
な
さ
れ
両
者
に
指

導
が
は
い
っ
た
。
試
合
開
始
１
分
43
秒
、

米
川
は
両
手
で
し
っ
か
り
と
組
ん
で
長

谷
川
を
制
圧
し
た
と
こ
ろ
で
、
鮮
や
か
な

内
股
を
決
め
一
本
を
奪
っ
た
。

試合の様子試合の様子

準
決
勝
②
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ニュース　全日本銃剣道優勝大会

　

全
日
本
銃
剣
道
連
盟
創
立
70
周
年
記
念

第
70
回
全
日
本
銃
剣
道
優
勝
大
会
（
主
催

＝
全
日
本
銃
剣
道
連
盟
）
が
４
月
19
日
に

日
本
武
道
館
で
開
催
さ
れ
、
全
国
か
ら
４

部
門
に
計
194
チ
ー
ム
938
名
が
出
場
し
、
白

熱
し
た
試
合
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。

　

防
衛
省
第
１
部
は
、
第
11
普
通
科
連
隊

（
北
海
道
）
が
初
優
勝
を
果
た
し
た
。

　

防
衛
省
第
２
部
は
、日
本
原
駐
屯
地（
岡

山
）
が
３
連
覇
を
達
成
し
た
。

　

一
般
の
部
は
、
元
気
道
場
（
新
潟
）
が

初
優
勝
を
手
に
し
た
。

　

女
子
の
部
は
、
普
通
科
教
導
連
隊
（
静

岡
）
が
２
年
ぶ
り
の
優
勝
を
果
た
し
た
。

◇
決
勝

11
普
連　
　
　

３
―
２　
　

42
即
機
連

鳥
澤
俊
輔　
　

上
―　
　
　
緒
田
慶
一
朗

遠
藤
順
也　
　

判
―　
　
　

豊
永
僚
太

赤
平
翔
太　
　
　

―
判　
　

小
関　

晃

福
田
侑
麻　
　
　

―
上　
　

宮
本　

翔

柴
田
将
誠　
　

判
―　
　
　

井
上
聖
太

　

決
勝
は
、
初
優
勝
を
目
指
す
第
11
普
通

科
連
隊
と
第
42
即
応
機
動
連
隊
（
熊
本
）

の
顔
合
わ
せ
と
な
っ
た
。

　

次
鋒
戦
を
終
え
、
２
―
０
で
11
普
連
が

あ
と
１
勝
で
優
勝
と
な
る
状
況
か
ら
、
42

防衛省第１部決勝・大将戦＝ 11普連・柴田（左）が上胴を狙う防衛省第１部決勝・大将戦＝ 11普連・柴田（左）が上胴を狙う

■
防
衛
省
第
１
部

■
防
衛
省
第
１
部
（
５
人
制
・

（
５
人
制
・
4949
チ
ー
ム
）

チ
ー
ム
）

11普連が大会制覇11普連が大会制覇

第 70回全日本銃剣道優勝大会
即
機
連
が
意
地
を
み
せ
、
中
堅
・
副
将
戦

を
連
取
し
、
優
勝
の
行
方
は
大
将
戦
へ
と

持
ち
越
さ
れ
た
。

　

大
将
戦
は
、
11
普
連
・
柴
田
と
42
即
機

連
・
井
上
の
一
戦
。
本
戦
の
３
分
間
で
は

決
着
が
つ
か
ず
、
試
合
は
２
分
間
の
延
長

戦
に
突
入
。
延
長
戦
で
も
、
両
者
果
敢
に

攻
め
合
い
、
決
定
打
が
出
な
い
ま
ま
試
合

時
間
は
経
過
し
て
い
く
。
延
長
戦
終
盤
に

は
、
柴
田
が
上
胴
を
積
極
的
に
狙
う
も
、

旗
は
上
が
ら
ず
、
両
者
に
一
本
が
出
な
い

ま
ま
試
合
終
了
。
判
定
の
結
果
、
柴
田
が

接
戦
を
制
し
、
11
普
連
が
悲
願
の
初
優
勝

を
果
た
し
た
。

◎
優
勝
＝
11
普
連
・
鈴
木
康
宏
監
督

「
現
在
、
自
衛
隊
の
訓
練
や
業
務
が
忙
し

い
中
で
、
部
隊
か
ら
送
り
出
し
て
い
た
だ

い
て
、
い
い
結
果
を
出
せ
た
こ
と
が
嬉う
れ

し

い
で
す
し
、
誇
ら
し
い
で
す
。
大
将
の
柴

田
は
元
々
11
普
連
の
隊
員
で
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
11
普
連
の
隊
員
と
し
て
プ

ラ
イ
ド
を
持
っ
て
試
合
に
臨
ん
で
く
れ

て
、
最
後
に
優
勝
を
決
め
る
判
定
勝
ち
を

収
め
て
く
れ
た
姿
は
、
と
て
も
格
好
よ
か

っ
た
で
す
。
各
隊
員
に
つ
い
て
は
、
も
し

異
動
な
ど
で
11
普
連
を
離
れ
る
こ
と
に
な

っ
て
も
、
今
回
の
優
勝
を
胸
に
頑
張
っ
て

ほ
し
い
で
す
」

◇
決
勝

日
本
原　
　
　

５
―
０　
　

帯
広

大
橋
真
悟　

上
下
―
下　
　

厨
子
真
守

松
延
靖
大　
　

上
―　
　
　

小
林
栄
一

川
上
立
祥　

上
上
―　
　
　

桑
波
田
一
騎

大
庭
裕
二　

上
上
―　
　
　

江
口
俊
太
郎

藤
原
考
貴　

下
下
―
下　
　

水
上
伸
吾

　

３
連
覇
を
狙
う
日
本
原
駐
屯
地
と
帯
広

駐
屯
地
（
北
海
道
）
の
一
戦
。

　

先
鋒
戦
、
日
本
原
・
大
橋
が
先
取
さ
れ

る
も
、
２
本
を
奪
い
返
し
、
勝
利
を
収
め

る
。
次
鋒
戦
、
日
本
原
・
松
延
が
延
長
戦

で
上
胴
を
決
め
、
優
勝
に
王
手
を
か
け

る
。
そ
し
て
迎
え
た
中
堅
戦
。
日
本
原
・

川
上
が
開
始
約
１
分
ほ
ど
に
、
立
て
続
け

に
上
胴
を
連
取
し
て
勝
利
。
こ
の
時
点
で

日
本
原
の
優
勝
が
決
ま
る
。
そ
の
後
の
副

将
・
大
将
戦
も
日
本
原
が
ポ
イ
ン
ト
を
奪

い
、
５
―
０
の
圧
巻
の
強
さ
で
３
連
覇
に

輝
い
た
。

◎
優
勝
＝
日
本
原
・
上
田
啓
二
監
督

「
３
連
覇
を
で
き
た
と
い
う
こ
と
で
ほ
っ

と
し
て
い
ま
す
。
先
鋒
と
次
鋒
が
い
い
仕

事
を
し
て
く
れ
た
の
で
、
チ
ー
ム
と
し
て

■
防
衛
省
第
２
部

■
防
衛
省
第
２
部
（
５
人
制
・

（
５
人
制
・
7474
チ
ー
ム
）

チ
ー
ム
）

防衛省第２部決勝・中堅戦＝日本原・川上（左）が上胴を決める防衛省第２部決勝・中堅戦＝日本原・川上（左）が上胴を決める

防衛省第１部防衛省第１部 悲 願 達 成！悲 願 達 成！

全日本銃剣道連盟創立 70周年記念
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ニュース　全日本銃剣道優勝大会

一般の部決勝・大将戦＝元気道場・滝沢（右）が上胴を決める

女子の部決勝・大将戦＝普教連・今澤（左）がノドを捉えて一本勝ち

【
大
会
成
績
】

▼�

防
衛
省
第
１
部
＝
①
第
11
普
通
科

連
隊
（
北
海
道
）
②
第
42
即
応
機

動
連
隊
（
熊
本
）
③
普
通
科
教
導

連
隊
（
静
岡
）、
第
16
普
通
科
連

隊
（
長
崎
）

▼�

防
衛
省
第
２
部
＝
①
日
本
原
駐
屯

地
（
岡
山
）
②
帯
広
駐
屯
地
（
北

海
道
）
③
松
山
駐
屯
地
（
愛
媛
）、

横
田
基
地
（
東
京
）

▼�

一
般
の
部
＝
①
元
気
道
場
（
新

潟
）
②
東
京
支
部
Ａ
（
東
京
）
③

北
鎮
剣
友
会
（
北
海
道
）、
本
間

道
場
Ａ
（
神
奈
川
）

▼�

女
子
の
部
＝
①
普
通
科
教
導
連
隊

（
静
岡
）
②
大
村
駐
屯
地
（
長
崎
）

③
第
１
普
通
科
連
隊
（
東
京
）、

第
13
普
通
科
連
隊
（
長
野
）

■
女
子
の
部

■
女
子
の
部（
３
人
制
・

（
３
人
制
・
3333
チ
ー
ム
）

チ
ー
ム
）

■
一
般
の
部

■
一
般
の
部（
３
人
制
・

（
３
人
制
・
3838
チ
ー
ム
）

チ
ー
ム
）

も
い
い
流
れ
が
で
き
て
全
勝
優
勝
で
き
ま

し
た
。
特
に
先
鋒
の
大
橋
選
手
が
一
本
取

ら
れ
た
後
に
２
本
取
り
返
し
て
勝
っ
た
こ

と
が
決
め
手
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
過

去
に
11
連
覇
し
て
い
る
の
で
、
そ
の
記
録

に
少
し
で
も
近
づ
け
る
よ
う
に
、
ま
た
、

超
え
ら
れ
る
よ
う
に
日
々
精
進
し
て
ま
い

り
ま
す
」

◇
決
勝

元
気
道
場　
　

２
―
１　
　

東
京
Ａ

野
口
将
史　
　

判
―　
　
　

藤
光
祐
杜

捧　
　

論　
　
　

―
上　
　

西
飯
勝
哉

滝
沢
元
気　

上
上
―　
　
　

下
里
勝
秋

　

昨
年
準
優
勝
の
元
気
道
場
と
東
京
支
部

Ａ
の
一
戦
。
先
鋒
戦
、
元
気
道
場
・
野
口

と
東
京
Ａ
・
藤
光
の
試
合
は
、
本
戦
、
延

長
戦
と
も
に
一
本
は
出
ず
、
試
合
終
了
。

野
口
が
旗
判
定
で
勝
利
し
、
貴
重
な
１
勝

を
元
気
道
場
が
先
取
し
た
。
中
堅
戦
、
後

が
な
い
東
京
Ａ
・
西
飯
は
、
開
始
早
々
に

元
気
道
場
・
捧
の
上
胴
を
捉
え
て
一
本
を

先
取
。
そ
の
ま
ま
相
手
に
付
け
入
る
隙
を

与
え
ず
、
一
本
を
守
り
き
り
、
勝
利
を
収

め
た
。
大
将
戦
、
元
気
道
場
・
滝
沢
が
開

始
１
分
で
上
胴
を
決
め
て
一
本
を
奪
う
。

そ
の
約
20
秒
後
、
フ
ェ
イ
ン
ト
を
入
れ
た

東
京
Ａ
・
下
里
の
隙
を
逃
さ
ず
に
、
滝
沢

が
再
度
上
胴
を
決
め
て
試
合
終
了
。
元
気

道
場
が
接
戦
を
制
し
、初
優
勝
に
輝
い
た
。

◎
優
勝
＝
元
気
道
場
・
滝
沢
元
気
選
手
兼

　
　
　
　

監
督

「
と
て
も
嬉
し
い
で
す
。
決
勝
は
い
つ
も

と
違
っ
た
環
境
で
の
試
合
で
し
た
の
で
、

緊
張
も
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
先
鋒
が

判
定
勝
ち
を
収
め
て
く
れ
た
の
で
、
後
は

大
将
の
私
が
な
ん
と
か
す
る
つ
も
り
で
し

た
。
自
分
の
想
定
内
の
形
で
や
れ
た
と
思

い
ま
す
」

◇
決
勝

普
教
連　
　
　

２
―
１　
　

大
村

森
川
友
紀
子　

上
上
―　
　
　

田
中
陽
菜

　
　
　
　
　
　
　

―
不
戦
勝　

永
木
友
梨

今
澤
美
紗
貴　
　

ノ
―　
　
　

里　

麻
衣

　

今
大
会
２
人
で
出
場
し
、
決
勝
に
勝
ち

上
が
っ
た
普
通
科
教
導
連
隊
と
大
村
駐
屯

地
（
長
崎
）
の
昨
年
の
決
勝
と
同
じ
顔
合

わ
せ
。

　

先
鋒
戦
、
普
教
連
・
森
川
が
開
始
早
々

に
上
胴
を
立
て
続
け
に
２
本
決
め
、
圧
巻

の
強
さ
で
大
将
の
今
澤
に
バ
ト
ン
を
繋つ
な

ぐ
。
大
将
戦
、
今
澤
と
昨
年
初
開
催
の
全

日
本
女
子
銃
剣
道
選
手
権
大
会
で
優
勝
し

た
大
村
・
里
の
一
戦
。
両
者
一
歩
も
譲
ら

ず
試
合
が
進
む
中
で
、
今
澤
が
終
盤
に
積

極
的
に
仕
掛
け
て
く
る
里
の
空
い
た
ノ
ド

を
突
き
、
一
本
を
奪
う
。
巻
き
返
し
を
図

り
た
い
里
で
あ
っ
た
が
、
残
り
時
間
も
少

な
く
、
追
い
つ
く
こ
と
は
で
き
ず
試
合
終

了
。
普
教
連
が
２
人
で
の
大
会
制
覇
を
果

た
し
た
。

◎
優
勝
＝
普
教
連
・
小
倉
弘
之
監
督

「
優
勝
で
き
て
ほ
っ
と
し
ま
し
た
。
昨

年
、
私
は
監
督
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
女
子
の
戦
い
を
見
て
い
ま
し
た
。
今

年
の
決
勝
も
同
じ
カ
ー
ド
で
本
人
た
ち
も

リ
ベ
ン
ジ
を
果
た
し
た
い
と
強
く
思
っ
て

い
た
こ
と
が
結
果
に
繋
が
っ
た
と
思
い
ま

す
。
決
勝
の
大
将
戦
に
つ
い
て
は
、
今
澤

自
身
も
里
選
手
に
対
し
て
苦
手
意
識
が
あ

っ
た
の
で
、
そ
れ
を
い
か
に
感
じ
さ
せ
ず

に
戦
い
に
臨
む
か
が
大
事
だ
っ
た
と
思
い

ま
す
。
森
川
に
関
し
て
は
、
何
も
言
わ
な

く
て
も
彼
女
の
持
ち
前
の
ス
タ
イ
ル
で
絶

対
に
勝
っ
て
く
る
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま

し
た
。
２
月
の
短
剣
道
大
会
に
続
き
、
森

川
・
今
澤
の
２
名
で
大
会
を
制
覇
す
る
こ

と
が
で
き
た
の
は
大
き
な
結
果
だ
っ
た
と

思
い
ま
す
。
夏
の
選
手
権
大
会
で
は
２
人

で
決
勝
の
舞
台
に
上
が
っ
て
も
ら
い
た
い

と
思
い
ま
す
」

防衛省第１部・優勝＝第 11普通科連隊 防衛省第２部・優勝＝日本原駐屯地

一般の部・優勝＝元気道場 女子の部・優勝＝普通科教導連隊

心技体 人を育てる総合誌
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